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注意事項  
１.まえがき 

このたびは弊社の無線操縦装置「ケーブレス・サテレータ」防爆シリーズをお買い上げいただき、 

ありがとうございます。 

ご使用前には必ず本取扱説明書をよくお読みいただき、ご不明な点がありましたら販売店もしくは 

弊社宛にお問い合わせ下さい。 

本書は防爆仕様に関する特別事項についての標準的取扱説明書であり、一般的内容に付きましては 

機種別取扱説明書及び、個別の完成図書を参照しながらお読み下さいますようお願い致します。 

この取扱説明書の内容及び製品は、改良のため予告なく変更する場合がありますので、ご了承下さい。 

 

 ２.安全上のご注意 
取り付け、配線工事、運転、保守・点検の前に、必ず本書を熟読して正しくご使用下さい。 

機器の知識、安全の情報、そして注意事項の全てについて習熟してからご使用下さい。 

本章では、安全注意事項のランクを「危険」、「注意」の二つに区分しています。 

 

 

取り扱いを誤った場合に、危険な状況が起こりえて 死亡または重傷を受ける 

可能性が想定される場合。 

 

 

 

取り扱いを誤った場合に、危険な状況が起こりえて 中程度の傷害や軽傷を 

受ける可能性が想定される場合及び物的損害のみの発生が想定される場合。 

 

    

 

尚、       に記載した事項でも 状況によっては重大な結果に結びつく可能性があります。 

 

いずれも重要な内容を記載しています。必ず守って下さい。 

 

 

 

危険      

１．取り扱い全般について 

 取扱説明書、注意銘板及び防爆仕様の内容を熟知しない人は配線工事及び運転をしないで下さい。

 危険場所の決定と範囲決定は手順通り行い、誤りの無いようにして下さい。 

 作業開始前の点検や定期自主点検を必ず実施して下さい。 

２．取り付け工事及び配線について 

 取り付け及び配線工事は専門業者、専門知識のある人以外絶対に行わないで下さい。 

 危険場所には防爆構造規格に適合したもの以外は持ち込めません。 

本送信機、アンテナバリヤをセットしたアンテナ及びオプション装備の防爆受信機のみです。 

 受信機の設置は、本書第３章と機種別取扱説明書の第３章及び第５章に規定する処置及び使用環境 

を確保した上で行って下さい。 

設置後、使用環境が悪くなった場合は必ず使用環境の改善を図るか、使用禁止として下さい。 

３．操作について 

 電池パックは、防爆構造の専用電池でなければなりません。他の電池パックを使用しないで下さい。

 電池パックへの充電は、必ず弊社指定の充電器を使用して下さい。指定外または他社製充電器を 

使って充電をしたり、外部から電圧を加えたりする事は絶対にしないで下さい。 

  （ソケットが合致するだけでは、過熱損傷しますから絶対に止めて下さい。） 

 急速充電器は、危険場所では使用できません。持ち込みもしないで下さい。 

 上記以外の一般注意事項は、機種別取扱説明書の注意事項に従って下さい。   

！ 注意 

！ 危険 

！ 注意 

注 1

！
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１．取り付け前に    

  

1-1  本機の防爆構造規格について 

以下の法律で危険場所には防爆機器を使用するように決められており、本機はこれに合格しています。 

法令    労働安全衛生法                第４２条 （検定取得義務） 

省令    労働安全衛生規則              第２８０条（防爆構造電気機械器具の使用基準） 

機械等検定規則                第８条  （型式検定の基準） 

第１０条 （型式検定合格証の有効期間） 

第１４条  （型式検定合格標証） 

告示    電気機械器具防爆構造規格（防爆構造の記号・防爆構造のあらまし） 

 

(1) 送信機は、「本質安全防爆構造」としての防爆構造規格に適合しています。 

本質安全防爆構造・・電気機械器具を構成する部分の発生する火花、アーク又は熱が、ガス又は蒸気に点火するおそれが 

ないことが点火試験等により確認された構造をいう。 

(2) 標準的に受信機は、防爆構造ではありません。 

オプションで「耐圧防爆構造」としての防爆構造規格に適合するものを用意しています。 

耐圧防爆構造・・・全閉構造であって、可燃性のガス又は引火性の物の蒸気が容器の内部に浸入して爆発を生じた場合に、 

当該容器が爆発圧力に耐え、且つ爆発による火炎が当該容器の外部のガス又は蒸気に点火しないように 

したもの。接合面を有し、容器内部爆発による火炎をここで冷却して外部爆発性ガスの引火温度以下に 

する構造を有するものを耐圧防爆構造品と言います。 

(3) 送信機（本質安全防爆構造ｉａ）は、爆発等級２、発火度Ｇ３というレベルです。(→表示記号ia2G3 ) 

オプション装備の受信機（耐圧防爆構造Ｅｘｄ）は、爆発等級ⅡＢ、発火度Ｔ４というレベルです。 

（→表示記号Exd[ia]ⅡBT4 ）いずれも一般的にいわれる危険場所とか防爆エリアでの使用基準を 

満足させることが出来るレベルのものです。  

※ 本質安全防爆構造の場合は、０種、１種、２種場所の全てで使用可能。 

※ 耐圧防爆構造の場合は、１種、２種場所で使用可能。 

※ 危険場所の分類 

０種場所・・・爆発性雰囲気が連続的又は長時間持続して存在する可能性が有る場所。 

１種場所・・・正常状態で爆発性雰囲気が育成される可能性が有る場所 

２種場所・・・異常状態で爆発性雰囲気が育成される可能性が有る場所 

非危険場所・・異常状態においても爆発性雰囲気が育成される可能性が無い場所 

  

 

 

1-2  着荷時の点検 

本機は完全に調整し厳重な試験検査を行っていますが、輸送中の事故は皆無とは言えませんので、 

梱包を解かれたら直ちに次の事項を点検して下さい。 

 

(1) チャンネルコードが既設、又は同時施工の他の当社製無線操縦装置やＯＥＭ生産品と重複しないか 

どうか。 

(2) ご注文の仕様のパネルか、どうか。 

(3) 機体に損傷はないか。 

(4) 梱包内容の確認（オーダー品の場合には、仕様書中の品目員数表で確認して下さい。） 

1．送信機   2．受信機   3．デュアルストラップＳ   4．ビニールケース   5．防爆電池 

6．専用急速充電器       7．ロッドアンテナ         8．取扱説明書       9．検査票・保証書 

10．その他オプション品 

 

(5) 受信機各部の締め付け用ネジ類の緩みはないか点検して下さい。 

(6) 受信機リレー、ソケット間のガタ、各コネクター類を点検して下さい。 
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1-3  単独テスト 

(1) 受信機電源端子のＡＣ１００～２２０Ｖ間に、ＡＣ１００Ｖ、ＡＣ２００Ｖ 又は ２２０Ｖを接続 

します。ＤＣの場合はオプション対応です。 

ＡＣ１００～２２０Ｖ 以外の時は変圧器を取り付けて下さい。 

(2) 受信機のアンテナコネクターにアンテナを接続します。 

(3) 押ボタンとリレー接点の相関図（下図。標準型以外は仕様書参照）に基づいて、送信機の各押ボタンや 

スイッチ類と対応するリレーが動作することを確認して下さい。 

 

■ 押ボタンとリレー接点の相関図（１６Ｕ型参考例） 
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  注１．Ｊ１～Ｊ８はジャンパー線です。現物では端子台脇にあります。 

ＤＣ，ＡＣ混在等、出力を２系統に分離する時は必要に応じて切断して下さい。 

  注２．回路のマイナスはケースと直流的に分離されています。 

  注３．照明は照明ボタンを一回押すと保持 もう一度押すと保持解除のフリップフロップ回路が受信機側に 

内蔵されています。その為 制御盤側での保持回路は不要です。 

照明のコモンは主電源入リレー及び主マグネットが OFF しても切れてしまわないように配線して下さい。 

機種別取説 P.8の操作回路の接続どおり配線すれば、 

送信機の電源を切っても、照明は消えません。 

さもないと、照明点灯だけの為に電源を入れたまま放置しておかなくてはならないし、 

本機の場合標準的には１０分間のオートオフ機能が組み込まれていますので、１０分間以上 

無操作状態が続くと照明が切れることになりますので、十分にご注意下さい。 

注４．主電源入リレーの 01c にコモン線を接続してご使用下さい。 
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  1-4 型式の表示  

本機の型式は、以下に示す構成となっています。 

   （特注例） ＲＣ－６Ｂ１６Ｕ  ４０６０１  （標準例）ＲＣ－６Ｂ１６Ｕ は 、 ＴＸ－６Ｂ１６Ｕ   と  

①  ② ③ ④⑤   ⑥                          ＲＸ－５１０１６Ｕ の組合せです。 

① 機種構成の表記 

        ＲＣ ： 受信機＋送信機のセットを表します。 

        ＴＸ ： 送信機単体を表します。       ＲＸ ： 受信機単体を表します。 

② 機種分類の項目（ ① がＲＣの時は、送信機側の機種分類番号を明記します。） 

ＴＸ ： ６Ｂ  －  ６１００防爆型 

ＲＸ ： ５１０ － ５１０００型、  ６１０ － ６１０００型 

③ リレ－の実装数 

１２ ： １２個、 １６ ： １６個、 ２４ ： ２４個 のように受信機のリレー実装数を表示します。 

④ シリ－ズ区分 

Ｕ ： 特定小電力機シリーズ（429ＭＨｚ帯）の略 

Ｎ ： ナロー微弱機シリ－ズ（240ＭＨｚ帯）の略 

⑤ 送信機と受信機の組合せ状況 

    なし ： 当社取り決めの標準的組合せ 

        Ｑ   ： 異機種間組合せ(送・受信機の組合せが標準的組合せ型式と異なる場合) 

⑥ 異機種間組合せ時の詳細 又は 特注機パネル製作番号 

標準機の時 ：なし  特注機の時 ：１ケタ又は５ケタ番号を入れます。詳細はお問い合わせ下さい。 

  

1-5 製番･ＣＨラベルの見方と登録 

送信機、受信機、試験成績表及び保証書には、製番･ＣＨラベルを貼り付けています。製品納入時の 

チャンネルコード確認及びメンテナンス対応時のキーナンバーとして製造番号（シリアルナンバー）の 

管理が大変重要になってきます。 

同じチャンネルの当社製品が近くに取り付けられている場合、誤動作、不動作の原因となります。 

    ご面倒でも当社にチャンネルコード及び製造番号を添付の登録票にて登録して下さい。           

貼付位置 

押
し
ボ
タ
ン
側

【受信機】
裏横

【送信機】

貼付位置

貼付位置

汚損、紛失のないように注意して下さい。

☆防爆構造表示
（送信機例）

注) ＊マークの付いたラベルは、特小機のみ付加されます。

技適ラベルは技術基準適合証明済の証明ラベルですので、汚損、紛失のないように注意して下さい。

☆防爆構造表示ラベル

製番・ＣＨラベル

＊ＩＤラベル貼付位置

☆検定ラベル貼付位置

＊技適ラベル貼付位置

＊技適ラベル ＊ＩＤラベル

製番・ＣＨラベル見本

☆検定ラベル見本

注) ☆マークの付いたラベルは、防爆機のみ付加されます。

検定ラベルは型式検定適合証明済の証明ラベルですので、

ラベル見本

ＲＸ－５１０００型例

貼付位置貼付位置
製番・ＣＨラベル ＊Ｕラベル
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R 00****
*******

朝日音響株式会社

型式

S.N. ******
AO-**

(BB-4065A)
-10℃～40℃
電池パック

0.326A４.８Ｖ電 源

株式会社 中村電機製作所
朝日音響 株式会社

取扱説明書をよく読んでからご使用下さい。

ｉａ２Ｇ３防爆構造：
：

：周囲温度

ＴＸ－６Ｂ００ＮＵ１防爆型式：

電池パックは指定の物以外を使用しないで下さい。１.
２.電池パックの着脱は非危険場所で行うこと。
３.分解、改造はしないで下さい。
４.必ず目視確認操作して下さい。
５.動作がおかしい時は電源を切り、使用を中止し、

不具合原因を確認して取り除いて下さい。
６.操作を中断する場合は電源を切りにして下さい。
７.静電気注意 使用者は帯電防止服、履物等の

帯電しにくい服装及び環境で使用すること。

77346

注意事項

中村電機製作所
株式会社

N0024

20**.**（ ）労 検
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1-6 チャンネルコ－ドの読み方  

チャンネルコードは、１２ケタの数字及びアルファベットで表記しています。 

  例）４ＨＦ１Ｆ１０１０３２Ｚ 

                  機種認識コ－ド 

                   ２Ｚ ： 最大信号数 １６点、  ４Ｚ ： 最大信号数 ３２点 

                  拡張アドレス ＊受信機側は全て固定のため変更できません。 

                     （送信機）上位４ビット（０～Ｆの１６通り）は 出荷時固定。 

                                       （送信機）下位４ビット（０～Ｆの１６通り）は 切換可。 

                   基本アドレス 
＊工場出荷時固定のため変更できません。 

受信機－出荷時の周波数設定値  

Ｆ１ ：  ５波 ８グル－プ追尾１ 

                      

Ｆ８ ：  ５波 ８グル－プ追尾８ 

Ｆ９ ： ２０波 ２グループ追尾１ 

ＦＡ ： ２０波 ２グループ追尾２ 

Ｆ０ ： ４０波 追尾式 

 

送信機－出荷時の周波数設定値（注１） 

Ｆ１ ：  ５波 ８グル－プ追尾１ 

   

Ｆ８ ：  ５波 ８グル－プ追尾８ 

Ｆ９ ： ２０波 ２グループ追尾１ 

ＦＡ ： ２０波 ２グループ追尾２ 

Ｆ０ ： ４０波 追尾式 

○△ ： 固定ＣＨに設定の場合は、別表による CH No.を表記。(注２) 

【４２９.２５００の場合、CH No. = ０７と表記。(DIPSWの設定は００)】 

 

周波数切替パタ－ン表示記号  

ここは、高周波信号パターンを発するハード情報の区分記号です。 

工場出荷時点で設定した信号パターンを表示しています。 

お手持ちの当社製特小無線機のうち、この記号が下記のグループ同士内なら、高周波信号的には 

情報交換可能です。 

但し、リレー動作まで可能かどうかは、先に説明しました機種認識コード及び、 

拡張を含むアドレスが同じものに限ります。 

       ・Ａ－Ｂ－Ｄ－Ｇ のグループ（周波数情報 なし） 

・Ｃ－Ｅ－Ｆ－Ｈ のグループ（周波数情報 有り） 

 

 周波数キャリア 

  ４：４２９ＭＨｚ帯 

 

 

 

 

(注１) グループ設定の時は、実際のＤＩＰＳＷ設定コードを表記しますが、 

固定ＣＨに設定する場合は、別表の CH No.を表記します。 

     

(注２) 「12-4 周波数設定一覧表」を参照して下さい。 

 

 

 

 

 

 

～ ～

～ ～
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２．マイコンケーブレス６Ｂ００Ｕの標準仕様  

送 信 機  

送 信 機 寸 法 重 量   ２０３× ７８× ４２（筐体寸法のみ） ４２０ｇ(電池を含む) 
防 爆 構 造   本質安全防爆構造 ｉａ２Ｇ３ 
充 電 器 寸 法 重 量     ７０×１３６× ６０ ８２０ｇ 
押 ボ タ ン 寿 命   １段押しスイッチ １００万回以上（押圧２６０ｇにて） 
送 信 機 電 源  ４．８Ｖ ６５０ｍＡｈ充電式電池パック（防爆仕様 ＢＢ－４０６５Ａ）
電 池 連 続 使 用 時 間  電源入時間合計 ８時間以上（オートオフ機能付） 
充 電 時 間  １６０分以下（専用急速充電器にて）
電 池 残 量 警 告  電源表示発光ダイオードの輝度が半減後、作動停止・消灯 
充 電 表 示  電源表示発光ダイオードの微少発光
操 作 信 号 数  標準１６点 最大２４点
送 信 機 制 御 部 ８ビット ワンチップＣＰＵ
適 用 規 格 電波法に規定される特定小電力局無線設備。ARIB STD-T67 準拠 
送 信 出 力 ４２９ＭＨｚ帯、出力は１０ｍＷ以下
キ ャ リ ア セ ン ス 機 能  送信機の電源表示発光ダイオードが１秒おきに２回明暗交互変化して表示
ﾆ ｭ ｰ ﾄ ﾗ ﾙ ｲ ﾝ ﾀ ｰ ﾛ ｯ ｸ 表示 送信機側では電源表示発光ダイオードが明暗交互に変化して表示――解除で連続点灯
保 護 等 級 防滴防塵 

受 信 機  

受 信 機 寸 法 重 量  ２５１×２６１× ７０(取付脚は含まず) ２.２ｋｇ(RX-51000U)最大 17 ﾘﾚｰ
   ３２７×２８０× ７３.５(  〃   ) ４.９ｋｇ(RX-61000U)最大 25 ﾘﾚｰ 
 １６０×３３６× ９５  16 ﾘﾚｰ時の重量 ２.５ｋｇ(RX-8C00U) 最大 17 ﾘﾚｰ 
 １７０×３３６×１１８  24 ﾘﾚｰ時の重量 ３.５ｋｇ(RX-8C00U) 最大 26 ﾘﾚｰ 

防 爆 箱 寸 法 重 量   ２３０×４００×１８０(取付脚・突起部は含まず) 約 18ｋｇ(EX4023-RX) 最大 26 ﾘﾚｰ
 耐圧防爆構造 Exd[ia]ⅡBT4(ｵﾌﾟｼｮﾝ) 
   ６００×４８０×２００(取付脚・突起部は含まず) 約 80ｋｇ(EX4806-1RX) 
 耐圧防爆構造 Exd[ia]ⅡBT4(ｵﾌﾟｼｮﾝ) 

受 信 機 電 源  ＡＣ１００～２２０Ｖ(フロートアース) ±１０％  ５０／６０Ｈｚ
  ＤＣ１２～４８Ｖ  (   〃   ) ＊ＤＣ仕様はオプション

受 信 機 消 費 電 力  最大２２ＶＡ以下(RX-51016U)(ＡＣ２２０Ｖ使用時) 
 最大１２Ｗ以下  (RX-51016U)(ＤＣ２４Ｖ使用時)

出 力 リ レ ー 制 御 容 量  抵抗負荷 １０Ａ  誘導負荷 ７．５Ａ  （ＡＣ２５０Ｖ）
  抵抗負荷 １０Ａ  誘導負荷   ５Ａ  （ＤＣ  ３０Ｖ）

応 答 速 度  最小５０ｍｓｅｃ 最大１００ｍｓｅｃ
  （ただし、混信などでエラーが発生しないときに限る） 

受 信 機 通 電 表 示  発光ダイオードで通電表示――――電源電圧が正常にかかっている時点灯
ス ケ ル チ 表 示  発光ダイオードでキャリア信号の有無表示―――――キャリア受信時点灯
デ ー タ 表 示  発光ダイオードで受信データ信号の有無表示―――――データ受信時点灯
主 電 源 入 表 示  発光ダイオードで主電源入信号の有無表示―――主電源入信号受信時点灯
操 作 信 号 表 示  発光ダイオードで操作信号の有無表示―――――各操作用信号受信時点灯
動 作 ロ ッ ク 表 示  発光ダイオードで状態表示―――――――――――――動作ロック時点灯
受 信 機 制 御 部  ８ビットマイコン 異常監視回路内蔵
出 力 信 号 数  標準１６点 最大２６点（RX-8C00U の場合）
保 護 等 級  ＩＰ６５相当（防水接栓使用時の RX-51000U/RX-61000U） 
絶縁抵抗(１次－筐体間)  １００ＭΩ以上（５００Ｖメガーにて）
耐 電 圧(１次－筐体間)  ＡＣ４６０Ｖ以下（１次－筐体間に７５０Ｖのバリスタを実装しています）

共 通 仕 様  

到 達 範 囲  無障害状態で１００ｍ以上
使 用 周 波 数 429.2500～429.7375MHz帯の指定された40波中の1波(標準的にはｸﾞﾙｰﾌﾟ追尾式に設定)
電 波 型 式  Ｆ２Ｄ 
副 搬 送 波  １２００Ｈｚ，２４００Ｈｚ
副 搬 送 波 変 調 方 式  ＭＳＫ方式 
デ ー タ 伝 送 速 度  ２４００ｂｐｓ
１ フ レ ー ム 伝 送 時 間  ５０ｍｓｅｃ 
エ ラ ー 検 出  ＣＲＣ－ＣＣＩＴＴによるエラー検出コードを付加 
基 本 ア ド レ ス  ８ビット（固定）
機 種 認 識 コ ー ド  ８ビット（固定）
拡 張 ア ド レ ス  ８ビット（固定、送信機には下位４ビット分の切換スイッチ付）
使 用 温 度 範 囲  －１０℃～＋６０℃（本質安全防爆機器は規定により－１０℃～＋４０℃）

記載事項は予告なく変更する場合があります。 
尚、標準仕様以外は個々の承認仕様書をご参照下さい。 
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３．受信機及びアンテナの設置場所 

ここでは防爆仕様の場合のみ説明します。一般的な受信機及びアンテナの設置については、機種別取扱説明書 

（ＲＣ－６１００Ｕ型）の第３章と第５章をお読み下さいますようお願いします。 

 

3-1 機器の設置場所と機種選定について 

    ◎本機の標準構成は送信機のみが防爆仕様ですので、送信機のみを危険場所で使用し 受信機及び 

    受信機のアンテナは、非危険場所すなわち安全場所に設置して使用することを前提にしています。 

    （→ 3-2 送信機のみ防爆 を参照して下さい。） 

     ※ 以下 非危険場所と表記すべきところは、説明を判り易くするため安全場所と表記しています。 

 

    ◎危険場所における操作エリアが広い 又は安全場所までの距離が長い場合等で、受信機のアンテナを 

    危険場所に設置したい時があります。このような時はアンテナと受信機の間にアンテナバリヤを置きます。 

    但し、アンテナバリヤは安全場所側に設置して下さい。 

（→ 3-3 送信機と受信機のアンテナのみ防爆 を参照して下さい。） 

 

◎危険場所における操作エリアが広い 又は安全場所までの距離が長い場合等で、受信機も危険場所に 

設置しなければならない場合があります。このような時は受信機全体を耐圧防爆構造にします。これは 

受信機を耐圧防爆箱に収納することで対応します。 

    但し、アンテナバリヤも耐圧防爆箱取付専用型になります。 

（→ 3-4 送信機と受信機共に防爆 を参照して下さい。） 

 

3-2 送信機のみ防爆 

送信機  → 危険場所設置 → 本質安全防爆構造（ａ） 

受信機アンテナ → 安全場所設置 → 一般品を使用 

   受信機  → 安全場所設置 → 一般品を使用 

 

  

 

 

    危険場所              安全場所  

 

   3-3 送信機と受信機のアンテナのみ防爆 

送信機  → 危険場所設置 → 本質安全防爆構造（ａ） 

受信機アンテナ → 危険場所設置 → 本質安全防爆バリヤ（ｂ）と組合せ使用により 

                       本質安全防爆構造となります。 

受信機  → 安全場所設置 → 一般品を使用 

 

 

 

 

       危険場所          安全場所 

 

 

3-4  送信機と受信機共に防爆 

送信機  → 危険場所設置 → 本質安全防爆構造（ａ）            

受信機アンテナ → 危険場所設置 → 防爆受信機（ｃ）と組合せ使用によりアンテナは 

                       本質安全防爆構造となります。 

受信機  → 危険場所設置 → 耐圧防爆構造（ｃ） 

 

 

 

 

               危険場所             安全場所 

      

 ※ 受信機を防爆仕様にする場合はアンテナバリヤも耐圧防爆箱取付専用タイプになります。 

送信機 

（ａ） 

 

アンテナ 

 

受信機 

送信機 

（ａ） 
アンテナ 

（ｃ） 
受信機 

（ｃ） 

送信機 

（ａ） 
アンテナ 

（ｂ） 

アンテナバリヤ 

（ｂ） 

 

受信機 

ｱﾝﾃﾅ 

ﾊﾞﾘﾔ 
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７．送信機の取り扱い 

◎送信機の電源投入は安全を確認してから行って下さい。 

 送信機の取り扱いに際しての注意事項 

１．送信機を落としたり、強い衝撃を加えないよう注意して下さい。 

２．送信機は薬品、溶剤や水に濡らさないで下さい。送信機の保護構造は防塵・防滴構造です。 

３．付属電池以外の電池は使用しないで下さい。 

４．送信機を分解、改造することは法律により禁じられています。 

   7-1 各部名称 

設
定
の
変
更
は
電
池
パ
ッ
ク
を
取
り
外
し
て
行
い
ま
す
。

(注)

77635
TX-6B16U

警報 切入

予備６

Asahi Onkyo

緊
急
停
止

電源 電源電池

01(S)02

17180708 入/切

照明予備５予備７

(R)

1112

0304

0506

1314

16 15

予備３予備４

南北

東西

上 下

予備１予備２

78

１．回路構造等の改造禁止

２．危険場所での電池充電の禁止

３．指定外充電器での電池充電の禁止

禁止事項

42

電
源
表
示
発
光
ダ
イ
オ
ー
ド

8
20
3

電
池
蓋

設
定
ス
イ
ッ
チ

周
波
数
・
ア
ド
レ
ス

樹脂色 藍色（マンセル 5PB3/8 相当）
※ 危険場所では充電キャップを外さないでください。

充電ジャック（充電キャップ装着）

充
電
キ
ャ
ッ
プ

本質安全防爆構造 ２Ｇ３ｉａコ
ー
シ
ョ
ン
ラ
ベ
ル

技
適
ラ
ベ
ル

防
爆
検
定
ラ
ベ
ル

製
番
・
Ｃ
Ｈ
ラ
ベ
ル

防
爆
構
造
表
示
ラ
ベ
ル

技
適
ラ
ベ
ル
と
防
爆
検
定
ラ
ベ
ル
及
び
周
波
数
・
ア
ド
レ
ス
設
定
ス
イ
ッ
チ
は
電
池
収
納
部
に
あ
り
ま
す
。
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7-2 電池 

本機に使用出来る電池は、防爆送信機専用のＢＢ－４０６５Ａです。これ以外の電池は使用しないで 

下さい。（本電池は本質安全防爆構造仕様のため、電池に固定抵抗を接続した上で充填材にて封入して 

あります。） 

 

１．回路構造等の改造禁止

２．危険場所での電池充電の禁止

３．指定外充電器での電池充電の禁止

禁止事項

（抵抗入り）

４．８Ｖ ６５０ｍＡｈ

５
０

６３ １６

電池定格

製造年月

（
５
５
）

１

黒赤

－( )＋( )

ラベル貼付

 
 

7-3 充電 

付属の専用急速充電器（ＰＳ－１Ｂ０４）で約１６０分充電すれば、電源スイッチ｢入｣の合計時間が 

８時間以上使用できます。送信機下面の充電ジャックに充電プラグを接続して下さい。 

但しＰＳ－１Ｂ０４充電器は非防爆構造ですので、危険場所での充電や保管は絶対にしないで下さい。 

充電中は充電器の電源・充電表示発光ダイオードが赤色に点灯します。 

送信機の電源が「入」のままでも、充電を開始すると自動的に送信機の電源は「切」となります。 

そのため充電中の送信機の使用はできません。(注意(1)参照) 

又、気温が２５℃に比べると５℃に下がった場合には、充電所要時間が２０％～３０％余計に必要です。 

冬期は注意して下さい。 

 

 

      通常の安全回路は内蔵しておりますし、平面の金属との接触ではショートしない構造ではありますが、 

充電プラグの先端で＋－極をショートしますと、加熱し危険です。 

プラグ先端の放置場所に金属物や水分が無いよう注意して下さい。 

 

 

 

(1) 送信機を充電する場合、送信機の電源が「入」のままでも、充電を開始すると自動的に送信機の電源は 

「切」となり、充電中の使用はできません。操作中に電池電圧の低下を見て、操作信号を出しつつ充電 

を開始すると、電波は突然停止し操作信号も停止します。その際操作対象の機械も突然停止しますので、 

その事により荷振れ等のトラブルを発生することもあります。操作中には充電を開始しないで下さい。 

 

 

 

！ 危険 

！ 注意 
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   専用急速充電器（ＰＳ－１Ｂ０４）： 

   充電は、送信機本体の充電ジャックに差して行いますが、本充電器は防爆仕様ではありませんので、 

危険場所での使用はできません。必ず、非危険場所（安全場所）でご使用下さい。 

 

１. 各部の名称と機能 

 

 

 
①ＡＣコード 

ＡＣ１００Ｖのコンセントへ接続します。 

②電源スイッチ 

電源を入/切します。 

③充電プラグ 

送信機に接続して充電する場合の充電プラグです。 

充電プラグの先端で＋－間をショートしますと、充電器にダメージを与えたり相当時間経過後 

過熱し発火する可能性もありますので、プラグ先端は放置場所に金属物や水分が無いよう注意して下さい。 

④電源・充電表示発光ダイオード（以下 電源・充電表示ＬＥＤ） 

電源ＯＮで緑色に点灯、急速充電中は赤色に点灯します。 

急速充電終了後の補充電時は、緑色に点灯します。 

 

２. 操作方法 

1) ＡＣコードをコンセントに正しく挿入して下さい。 

（夜間に切れるコンセントから供給しないようにご注意下さい） 

2) 送信機本体を充電します。 

(1) 電源スイッチ②をＯＮにして下さい。電源・充電表示ＬＥＤ④が緑色に点灯します。 

充電プラグ③を送信機に接続した状態で電源スイッチ②をＯＮにすると、ＯＮした時点で急速充電が 

開始され電源・充電表示ＬＥＤ④が赤色に点灯します。 

(2) 充電プラグ③を送信機の充電ジャックに正しく挿入して下さい。 

(3) 本充電器は、電池の充電状態を検出して自動的に充電を終了します。 

急速充電が終了しますと補充電に移行します。１６０分間は１６ｍＡ、その後は８ｍＡ程度で充電を 

継続します。そのため、このままで放置しておけば、いつでも完全充電のできている電池をご使用に 

なれます。 

 

              

(1) 危険場所での保管や充電は、絶対に行わないで下さい。 

(2) 過度の振動や衝撃を充電器に加えないで下さい。 

(3) 充電器は水に濡らさないで下さい。 

(4) 充電器は絶対に分解しないで下さい。 

(5) 微少な電圧の変化を検出する関係から、ノイズ等の多い環境ではノイズを電池の充電完了信号と 

捕らえる場合が有ります。このような時は充電器の設置場所をノイズの少ないと思われる場所に 

変えるなどして試して下さい。 

又 輻射ノイズを受けない様、充電コードを束ねて距離を短くする事も試して下さい。  

 

   

防水仕様ではありません。
水に濡らさないで下さい。 

！ 危険

！ 注意 
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7-4 放電表示と電池の交換方法 

電池が消耗すると、電源表示発光ダイオードの輝度が半減し、電池容量の限界を警告します。 

目安として、電源表示発光ダイオードの輝度が半減してから１０分以上(注１)は使用可能です。 

更に電池の消耗が進みますと、電源表示発光ダイオードは消灯し、電源が切れます。 

 

本機は防爆仕様ですので、単３乾電池４本による応急使用は出来ません。ご注意下さい。 

市販の充電式電池も使用出来ません。必ず防爆送信機用電池（BB-4065A）をお買い求め下さい。 

 

電池の取り出し方法は下図の通りです。電池挿入後は蓋をピタリとあう位置まで戻して下さい。 

 

注１. 電源表示発光ダイオードの輝度が半減後の使用可能時間につきましては、電池劣化状態により 

使用時間がバラツキます。 

 

 

    電池が消耗した状態で使用を続けると、突然送信停止となり危険です。 

       電池の取り替えは、図の通り電池蓋の爪の部分を指で押さえ開けて下さい。 

         ビスは絶対に外さないで下さい。 

電池蓋 ２カ所同時に押す

ビスを外さないで下さい

注意

①
②

② ①

手順
①押し
②引き上げる

蓋の爪を押さえる

ハンディ機例

 

!

注意!

 
１０. 点検 

10-2 点検、検査 

    ・表示部は、目視にて表示内容が読みとれるように清掃して下さい。 

    ・アンテナバリヤの接続部は、緩みの無いように増し締めをして下さい。 

    ・容器には、錆び、損傷の無いように清掃又は防食処理をして下さい。 

    ・機能チェックは、定格電圧（付属の専用電池）にて機器本来の機能を発揮することを確認して下さい。 

アンテナバリヤ単独の機能チェックは、不要です。 

    

保守上の注意事項 

     本送信機は、電池交換以外には お客様にて内部の点検を行う必要はありません。動作確認の結果 

不具合がありましたら当社までご連絡下さい。 

  一般的には、本質安全防爆機器の保守に際して保守用機器を使用する場合には、保守用機器自身が 

本質安全防爆構造となっていなければならず、また保守の対象となる本安機器と接続したとき、両者の 

本質安全防爆性が相互に失われることのないものでなければなりません。 

 

尚、防爆機操作時の基本的注意事項として「静電気帯電防止の為の注意事項」をお守り下さい。 

    「静電気帯電防止の為の注意事項」 

① 操作者は、非危険場所においてアース棒に触るなどの除電を行ってから使用する事。 

② 操作者は、帯電防止服等の帯電しにくい服装で使用する事。 

！ 注意 

！ 危険 

！ 注意

！ 注意 
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１１．故障と対策  

適切な設置と行き届いた保守を行えば一般的に故障を起こすものではありませんが、取り付け条件が 

悪かったり乱暴な取り扱いをしたり、又老朽化してきますと一般機械と同じように、種々の故障や不具合 

が生じてきます。 

その全てを述べることは困難ですが、基本的な具体例を記しますので参考にして下さい。 

受信機には通電、スケルチ、データ、メイン、操作、ロックの各作動表示発光ダイオード (以下ＬＥＤ) 

が装備されていますので、故障時には必ず確認して下さい。又、本機は他の機械等に取り付けて使用する 

ものですから、本機自体が仕様書通りで良品であっても機械としては正常に動作しない場合がありますの 

で、機械側の点検もあわせて行った上ご連絡願います。 

 ［状        態］ ［原        因］ ［対        策］ 

送 

 

信 

 

機 

(1) 送信機の電源表示ＬＥＤが 
点灯しない。 

・電池充電不足(電池電圧が4.8V
以上ない) 
＊内部に固定抵抗が入っている 
ためオープン状態の電圧で表 
しています   

・充電をする 
・充電済の予備電池パックと入れ替える 
 

(2) 充電をしても、電源表示ＬＥＤ 
が点灯しない（充電ができない） 

・充電プラグが正しく装着されていない

・充電コードのショートや断線 
・送信機の落下等による損傷 

・充電プラグを正しく装着する 
・ショート、断線を修復する 
・修理を依頼して下さい 

(3) 充電をしたのに、使用時間が 
短い 

・夜間コンセントのブレーカー 
を落としている 

・電池寿命(ショートした／1～3年経過)

・通電しておく 
 
・電池の交換 

(4) 電源入ボタンを押した直後、 
何も操作していないのに電源 
ＬＥＤが明暗交互に発光する 

・ニュートラルインターロック 
機能が作動している 
操作スイッチ又は操作系統に 
ショート異常が発生している 

・直ちに電源を切り、修理を依頼して下 
さい 

 

受 

 

信 

 

機 

 

(5) 受信機の 通電 表示ＬＥＤが 
点灯しない 

・一次側電圧がかかっていない 
・一次側電圧の降下 

・正常な電圧にする/接続場所を点検する
・正常な電圧にする 

(6) 受信機の主電源入リレー(01) 
が動かない 
（スケルチ、データ、メイン、 
操作の表示ＬＥＤが点灯しない） 

 

・送信機が他のクレーン等の 
ものと間違っている 

・送信機のキャリアセンス機能が
働き、電波を送信しない 
（キャリアセンス表示ＬＥＤ 
が３回点滅を繰り返している)

 
 

・送／受信機のチャンネルコードを確認 
する 

・送信機の電源を再投入してみて下さい 
(再投入時に空ＣＨがあれば送信します)
再度ダメなら、使用予定ＣＨが全て使われて 

いますので、空けてもらって下さい 

 

到

達

距

離 

(7) 距離が短い  ・受信アンテナの設置不良 
・アンテナケーブルの断線 
・電源電圧異常（ノイズだらけ等）

・正常なアンテナの設置 
・ケーブルを調べ正常にする 
・正常な電圧にする 

(8) 安定しない   ・受信機が同一周波数の 
電波妨害を受けて混信している

・別の周波数にする 
・混信を与えている方の妨害電波を止める

動 

作 

(9) パネル表示と違う動作をする 
又は 

リレーが動いているのに動作しない 

・リレー接続ミス 
・制御盤の接続ミス 
・端子台とリレーソケット間の溶断

・接続を調べ、パネルと対応させる 
・制御盤を点検する 
・修理を依頼して下さい 

(10)動かない 又は動かなくなった 
（データ、メイン、操作、ロック 
の４個が点滅している) 

・ 強烈な外来ノイズにより、 
マイコンが緊急停止している 

・  

当社補修課に電話して下さい。 

(11)動かない 又は動きがおかしい ・受信機内温度が許容値を超えている 
・雨ざらし、結露している 

・断熱対策をする（-10℃～+60℃） 
・防水対策等をする 

臨時処置として受信機の電源を再投入すれば、原因が継続していない場合には復旧出来ます。 
しかし、一度これが生じますと重要部品の劣化が心配されますので、至急補修課宛に連絡をお願いします。 

尚、故障や不具合発生の際は、受信機のリレー動作を確認していただくと共に現場からお電話いただければ 

適切なアドバイスが可能です。  

 

! 危険 

ス
ケ
ル
チ

通

電

ロ
ッ
ク

操

作

メ
イ
ン

デ
ー
タ

! 危険 

発光ダイオード名 表示内容

通 電 受信機に正常な電圧がかかっている場合は点灯(正常点灯)
ス ケ ル チ キャリア信号受信時点灯
デ ー タ 受信データ 信号受信時点灯
メ イ ン 信号受信時点灯（正常時点灯）

ロ ッ ク 動作ロック時点灯
操 作 各操作用信号受信時点灯

通

電

ス
ケ
ル
チ

ロ
ッ
ク

操

作

メ
イ
ン

デ
ー
タ

(受信機プリント基板の左上部にあります)

作動表示発光ダイオードの見方について
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アンテナバリヤ（オプション） 
  本アンテナバリヤは、受信機が安全場所でアンテナのみ危険場所に設置して使用する時に必要です。 

  ご使用の際は安全のため必ず、付属のアース端子を使って Ａ種接地場所に接続して下さい。 

 

取付足（対角２カ所

28

1414

65

2 0 45

アース端子（Ｍ３）

取付穴 ２－４．２×７

81

9 7 40 8

３
８ ０

５
６

アンテナバリヤ定格シール 検定シール貼付 

圧着端子

)

回路構造等の改造禁止
保護等級　：ＩＰ６５

禁止事項　：

本品は検定品ですので分解、改造はしないで下さい。

防爆記号　：［Ｅｘｉａ］ⅡＣ

労(平**･**)検

第*******号

株式会社
中村電機製作所

本質安全防爆構造

アース端子はＡ種接地工事  
 

 

（注意）アンテナバリヤは、導通試験をしましても導通がありません。これは高耐圧コンデンサが直列に 

入っているためです。故障ではありません。 

労(20**・**)検

アンテナバリヤ定格ラベル 検定ラベル貼付 
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   接続ケーブル（オプション） 
 

 

 

 

Ｍ型プラグ（ＹＰ－５）同軸ケーブル長 1メートル

（５ＣＦＶ）  
 

 

 

 

 

   マウントキット（オプション） 
 

7-φ7

4
0

2-φ16.5

170

マウントケーブル
ＭＣ－５０５Ｍ

（ケーブル長５m）

ＭＳ－６００
マウントステー

ロッドアンテナ ＬＡ－１７０ は含まれません。
受信機本体の付属品です。

φ2.5ステンレス

40

防爆検定ラベル

                                        

 

 

本質安全防爆構造

ExiaⅡCT5

改造禁止

労(平**･**)検

第*******号

株式会社
中村電機製作所

労(20**・**)検
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受信機用耐圧防爆箱外形図（オプション）  ※ ＲＸ－８Ｃ００Ｕ型受信機収納用 
     ◎ＥＸ４０２３－ＲＸ型  ２３０×４００×１８０(取付脚・突起部は含まず) 約１８ｋｇ 

3
5

（
8
0
）

1
60

2
30

470

440

400

接地端子
外部 検

社銘板

必要に応じて名称貼付可能です

４－φ１０取付穴

Ｎ Ｐ

６－Ｍ８六角穴付ボルト

12
25

1
80

ケーブルグランド
防爆・防水形

本安アンテナ接栓（Ｍ型アンテナコネクター）

招
く
お
そ
れ
が
あ
り
ま
す
。

・
専
門
知
識
の
あ
る
人
以
外
は
フ
タ
を
開
け
な
い
で
下
さ
い
。

・
感
電
、
又
は
受
信
機
の
異
常
動
作
を

19
30
5-
2

危
険

！

製番・ＣＨラベル Ｕラベル貼付位置

警告ラベル

防爆検定ラベル

 

   ◎出力リレー端子配置図  ＲＸ－８Ｃ００Ｕ型 １６リレー参考例（最大２６リレー） 

型式 ＲＸ－８Ｃ１６Ｕ

(主電源入)

(OP)

01-2
a

(M8) (M7) (M6) (M5) (M4) (M3) (M2)

10A

(M1)J6 J4 J2 J1J8 J7 J5 J3

c a c a c a c a c a c a c a b c a b c
14 13 06 05 04 03 02 01

(電源入力端子)

AC100～220V

ユニット
高周波

ユニット
高周波

電源
ユニットへ

(コモン)

出力リレー端子配置図

下位上位

周波数

アドレス１

アドレス０

モード

中継端子台２

中継端子台１

C18 17・・C12 1112a 11a 08a 07a 18a 17a 16a 15a 14a

13a 06a 05a 04a 02a 02c 01c01b01a AC100～220V03a

西東 Ａ
種
ア
ー
ス

コ
モ
ン

主
電
源
入

警
報

南北

照
明

下

上予
備
１

予
備
２

予
備
５

予
備
６

予
備
７

予
備
３

予
備
４

J3

J2

J1

a

a

a c(A1)

c(A2)

c(A3)

ca(A4)

15

16

17

18

J3

J1(B1)

(B2)

(B3)

(B4)

J2a

a

ac

c

c

c a

12

11

08

07

(増設リレー基板Ａ) (増設リレー基板Ｂ)

・ ・C08 07 C16 15

E

・C14 13

・C14 13 ・C06 05 ・C04 03

電
源
入
力
端
子

受
信
機

・本機の場合、照明リレー(17)と予備リレー(18)は、中継端子台側で各操作用コモンと共通にしています。

現物では端子台脇にあります。

・制御電圧が異なる場合や DC、AC混在等で出力を２系統に分離する必要が生じた場合は、必要に応じて
ワタリ線の配線を取り直して下さい。

注2. 照明は保持回路が組み込まれています（外部制御盤での保持回路は不要です）。

・主電源リレー及び主マグネットがOFFしても照明が切れてしまわないようにするには、取扱説明書の
「操作回路の接続」を参照の上、配線して下さい。

注3. 主電源入リレー(01)は、必ず使用して下さい。

・主マグネットが有る場合の配線方法は、取扱説明書を参照願います。
・主マグネットが存在しないクレーンでコモンが共通の場合は、操作コモンを の端子に接続して下さい。

図に示す通り注1. 本体基板及び増設リレー基板では、 (JPｶｯﾄにより)出力リレーのコモン端子を部分的に独立させて
いますので、中継端子台１及び２側で を取っています。共通コモンになるようワタリ

01c

・中継端子台上での処理で対応できない場合は、基板上の ～ ジャンパー線で処置願います。J1 J8

注4. 回路のマイナスはケースと直流的に分離されています。

注5. リレー接点部が点線になっている所は、リレーを実装していません。  

標準的に使用する

GETV30

GETV10

GETV20

GETV40

型 式

φ10～16

適合ケーブルメネジ寸法

ケーブルグランド例

最大適合ケーブルの外径寸法は

φ26です。

φ８～12

φ13～20

φ17～26PF 1-1/4"

PF １"

PF 3/4"

PF 1/2"
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受信機用耐圧防爆箱外形図（オプション） ※ 最大３２リレー型受信機収納可 

 
◎ＥＸ４８０６－１ＲＸ型  ６００×４８０×２００(取付脚・突起部は含まず) 約８０ｋｇ  

 

検

社銘板

耐圧防爆型無線受信盤

１６－Ｍ１２六角ボルト

6
00

480

４－φ１５取付穴 本安アンテナ接栓
ケーブルグランド (Ｍ型アンテナコネクター)

外部接地端子

4
00

(Ｍ８ボルト)

2
00

430

防爆・防水形

！
危
険

19
30
5-
2

・
感
電
、
又
は
受
信
機
の
異
常
動
作
を

・
専
門
知
識
の
あ
る
人
以
外
は
フ
タ
を
開
け
な
い
で
下
さ
い
。

招
く
お
そ
れ
が
あ
り
ま
す
。

製番・ＣＨラベル

警告ラベル

防爆検定ラベル

Ｕラベル貼付位置

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

メネジ寸法適合ケーブル型 式

GETV30

GETV40

最大適合ケーブルの外径寸法は

φ26です。

標準的に使用する

ケーブルグランド例

φ13～20

φ17～26PF 1-1/4"

PF １"
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標準部品耐用年数一覧表 
 

ＲＣ－６Ｂ００Ｕ   

  
   部     品     名   型   式    寿    命 耐用年数   備  考 

  １段押しスイッチ ＡＢ１２－Ｅ２６０ 100万回以上 ３ 押圧260gにて 

       

  
パネルゴム板 ＰＧ－６１  １  

  

 送        

 
 電池パック(充電式電池) ＢＢ－４０６５Ａ 充放電約500回 １.５ 

4.8V 650mAh 

防爆専用 

 
信 デュアルストラップＳ ＳＳ－４  １  

  
 外装ケース   ３  

 
機 操作パネル   ３  

 

  ビニールケース ＣＣ－５１０６  ０.５  

 
      

  
      

 

   

受 

信 

機 

リレー 

 

 

Ｇ２Ｒ－１－Ｓ 

ＤＣ１２Ｖ 

 

電気的寿命 

10万回(50万回)

以上 

３ 

定格低減負荷時 
(50万回) 
150回/hによる 

(1日3.2h稼働)

 

      

  

       

 

! 危険
 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

  

  

 

 

 

 

  

  

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

         

              マイコンケーブレス6B00Uｼﾘｰｽﾞ防爆取説   

防爆 RC-6B00U 

  (2023年 改訂) 

 

他のユーザー様との混信を避ける為、弊社データベースで周波数 

管理をおこなっています。 

まだユーザー登録が済んでいない場合は、弊社営業課までご連絡 

をお願い致します。 

非標準品の場合は、本書と共に必ず仕様書を対照しながらお読み 

下さい。本書は標準品を基準にした取扱説明書となっています。 

ご不明な点、不具合がございましたら弊社営業課もしくは補修課 

まで電話、ＦＡＸ、メールにてご連絡賜りますようお願い申しあげ 

ます。 

お客様へお願い

未来に向かって 
半歩、先を走る 


